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論文審査の結果の要旨 

 

1 研究目的の評価 

本研究は、ダウン症者の身体的老化と社会適応能力との関連を明ら

かにしようとしたもので、目的は十分に妥当である。 

 

2 研究手法に関する評価 

15 歳以上のダウン症者について、入所施設、作業所、グループホー

ム計 127 施設および患者会 2団体に対し、1,300 部のアンケートを行っ

た。そして、社会適応能力 3項目、身体的老化徴候 10 項目および属性

（年齢、性別、生活場所）について調査し、各項目と年齢の関係から

ダウン症者の老化の段階を推計学的に検討したもので、研究手法も妥

当である。 

 

3 解析・考察の評価 
上記手法で解析した結果、ダウン症者における。社会適応能力は、年代

とともに有意に自立度の低下する者が多かった。また身体老化について

も、年齢とともに有意に出現頻度は増加した。すなわち、ダウン症者にお

いては、身体的老化徴候の出現によって社会適応能力の低下を予測するこ

とができ、早期介入することでダウン症者の生活の質の改善に連なること

から、今後の臨床への応用が大いに期待される。 
 
以上のように本論文はダウン症者の老化に関する研究に貢献するとこ

ろが大であり、審査委員は全員一致で博士（医学）の学位に値するものと

判断した。 
 
 
 

 


